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インド東海岸平野の地形発達に関する国 1三の知見

一コレルーラグーンとクリシュナデルタの形成期をめぐって一
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Abs宜臓敏The　Ko11eru1agoon　between　the　Knshna　de1ta　and　the　Godav趾1de1ta　was　formed

as　the　first　beach　ndge　comp1ex　was　deve1oped　Accordmg　to　the　rad1o－carbon　ages　offoss11

shens　the1agoon　was　present　since　near1y6，300years　ago－The　natura11evees　a1ong　the

Kr1shna　r1ver　was　formed　w1thm　a　thousand　years　It　seems　that　the　format1on　ofthe　newest

beach　r1dge　comp1ex1s　re1ated　w1th　the　deve1opment　ofthese　natura11evees

Key　w⑪地s；㎞rmerbeachr1dge　comp1ex，Ho1ocene　transgress1on，natura11evee　depos1t

間題の所在

　インド半島東岸に並ぶ海岸平野はヲ大きく分けて

4から5回の河口砂州や浜堤列の拡大期を経て形成

されてきたとされる（Nagesw班aRao，　K＆

Va1dyanadhan，R，1978，Sambas1vaRao，M＆
Va1dyamdhan，R，1979，Bruc㎞er，H，1988，趾1s㎞a

Rao，B．et　a1．1990；　Nageswaエa　Rao，K．　＆Sadakata，

N．，1993）．いずれも第1期のものが完新世の海面高

頂期頃のものであろうとしているが，第2期以降の

年代については地点や堆積物記載の不備もあり，未

だ確実なものとなり得ていない田

　一方，筆者ら（Sadakata＆Nagesw班a　Rao，1997）

の近年の調査によれば，クリシュナデルタ上の特異

な分布を示す本流性自然堤防は，かなり新しい年代

に発達してきたものであることが分かってきており，

その成長が最新期のデルタや浜堤列の拡大と結びつ

く可能性も出てきている。

　著者らは，浜堤列と白然堤防拡大の時期を確定
し，その拡大要因を探るため，予備的な調査を経て，

1997年8月に現地調査を行った。調査は，環境復

元に用いようとした珪藻化石やプラント・オパール

が堆積物中にほとんど含まれなかったことなどから，

必ずしも思うような成果を得られない緒果となった
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　　図1　コレルーラグーンからクリシュナデルター帯の微地形分布
醐g。且Geomo叩ho1og1ca1map　ofthe　area　between　the　Ko11em1agoon　and　the　Krishna　nver

が，ここでは今回得られた東海岸平野の形成を探る

ための2つの手がかりを紹介し，今後の調査の布石

としたい．1つはコレルーラグーン形成の時期と環

境についてであり，今一つはクリシュナデルタの本

流性自然堤防の形成期とその環境についてである。

なお，貝化石の同定は，高安克已氏（島根大学）な

らびにDamayanti　Gurung氏（新潟大学・院）によ

り行われた．記して謝意を表する。

コレルーラグーンの形成の時期と
　　　　環境について

　インド半島東岸の中央部には，ゴダバリ川とクリ

シュナ川がそれぞれ大面積のデルタを形成し，その

間には，それらの発達と呼応して成長した浜堤列と

後背低地からなる海岸平野が広がる。そのもっとも

内奥部，すなわちベンガル湾岸から約30㎞内陸に

位置する潟湖がコレルーラグーンである（図1）。

　コレルーラグーンは，海岸平野に認められるI，II，

m，IV，4帯の浜堤列群1）のうち，もっとも古いI
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　　　　　　図2浜堤列平野3地点の地質柱状
晦2Co1umarsec口onsofthesedmentsmthreepomtsonthestrandp1am

帯の後背地に位置する面積2，160㎞2の潟湖で，北

岸を更新世の台地に縁どられている．浜堤列群Iの

標高が3～5mに対し，湖岸の標高は1～2mと低い。

乾期にはベンガル湾の塩水がUpPuteru川を通して

湖まで遡上する。浅い湖の過半がアシ類によって覆

われ，開水面は小さい。・

堆積物柱状断面（地点1；にaikarulu）1コレルーラ

グーンを閉塞した浜堤列群Iの北側にある後背低地

上で深さ8．3mまでの試錐を行い，堆積物を得た（図

2）．途中，水分を多く含むため，2．5m．分のサンプ

ル脱落があったが，全層が粘着性の強い黒灰色粘土

からなり，層相の変化は認められなかった。ところ

どころに貝化石断片が混じりヲ深度8～8．3mにかけ

て，まとまった小型の貝化石が得られた。

　浜堤列群I南端（地点2；Prodduvaka）と浜堤列群

II中央部（地点3，Bant1m11h）の試錐柱状も参考まで

に示した．いずれも表層部を均一な浜堤砂が構成す

るほかは，黒灰色，青灰色粘土，シルトなど貝化石

断片を含む細粒物質が主体である。

貝化石（深度8．0～8．3m）1

　　　　　　肋θ吻sp．（1個体）

　　　　　　8oα帥oκosp．（1個体）

　　　　　　Pho1admae　（1個体）

　　　　　　酬加osp．（1個体）

　　　　　　晦〃舳　sp．（1個体）

貝化石（深度8．Om）の年代1

　　　　6，350±60y．B正　　　（Beta－109390）

若干の考察1深度8．3m以上の厚い均一な細粒堆積

物は，浜堤列群Iによって閉塞されて形成された浜

堤列後背地の環境が長期に継続していたことを反映

している。深度8m，すなわち標高一4m部分におい

て，出現した汽水から海水域に棲息する上記の貝類

化石（肋碗sp．（ヤチョノハナガイ）、8cα功肌αsp．

（サルボウガイ），Pho1admae（ニオガイ亜科））は，

測定年代結果からみて，本地点が完新世海面高頂期

の頃にヲすでに潟湖の環境下にあったことを示して
いる2）。

クリシュナデルタの本流牲自然堤防の形成
　　　　　　　期とその環境

　クリシュナデルタは，大きく自然堤防や旧流路の

錯綜する河成平野部分と，コレルーラグーン南側の

浜堤列群から続く浜堤列と堤問低地の組み合わせか

らなる海岸平野に二分される．さらに現在の本流に

沿っては，他の自然堤防よりも際だって大きい最大

幅約8kmの白然堤防列が連なっている。この自然

堤防の堆積物は，衛星写真の判読によれば，前記の

浜堤列群IからIVの延長部のいずれをも覆い，現

成の河口浜堤列群に連続している．この自然堤防列

のもっとも幅広い部分ヲすなわち河口から杓45km

上流の地点4（Donepudi）において，パワーショベ

ルによる深度5．3mまでの掘削を行った。

堆積物柱状（地点4）：本地点は，クリシュナ川本川

旧分流路脇の自然堤防上に位置しヲ地表面の標高

は，約5mである。地表から深度4．78mまでが，数

センチの厚さの茶黒色，茶暗褐色の粘土層とシルト，
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ここに先の論文における貝類の種別を誤りとし，本

稿のように訂正する。
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